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4　む　　す　　び

第1試験

年内に1回刈取を行った区はT AC含有率は越冬時

に無刈取区より低かった。雪害はいずれの区でも甚大

であったが，8月19日播種の無刈取区は地区よりや

や軽かった。なお，年内収量として8月19日播種，

10月29日刈取，および11月17日刈取で生草で10

a当たり5七であった。以上から長期債雪地の本県で

は秋輔の場合年内の刈取を避けた方が良いと思われる。

第2試験

早生瞳は夏季に別する茎数が減少しそれに伴い生革

収量が低下した。それに反してマンモスAや高系5，

6，7号は晩生で夏季の茎数の減少も少なく多収で，

特にマン㌧モスAは約7t（10a当たり）と最も多収で

あった。

放牧における利用率推定法について
水　　谷

（福　島　県畜試）

1　ま　え　が　き

放牧地で草丈と重量の配分比から簡易に利用率を求

める方法としてH′Wratio法が知られている。しか

し，この方法で利用率を脚定する場合，革種間の混播

比率の差異による測定誤差，転牧ごとの配分比の調査

などが普及されない要因となっている。この欠点を補

足するため，イネ科の代表草種としてオーチヤードグ

ラス，マメ科の代表としてラジノタロ－バを選び，各

々の混播比率を変え，草丈に対する重量配分を求め，

さらにこの試験成績より簡易に利用できるH／W早見

図を作成することをねらってこの試験を実施した。

2　試　験　方　法

1　試験期間

昭和46年5月～10月

2　供試草地

沼尻支場草地

5　早見図の作成法

（1）オーチヤードグラス，ラジノクローバを地際よ

り刈り取り，基部5（憫（放牧牛の採食可能草丈を地際

より　5（刊以上とみた）を切り落とし，それぞれ草分け

する。

（2）一般的な放牧時の草丈を想定し，オーチヤード

グラスは20，50，40，50，dOC叩，ラジノクロ

ーバは10，20，50cmの草丈別に分ける。

（3）イネ科とマメ科との比率は10：0．8：2，8

：4，4：6，2：8，0：10の割合を考える。

（4）各組別に5珠の草を用い，個々の株をd等分し

各部位ごとに秤量して，各部位の重さに対する配分比

を求め，その配分比を先端から順次累積し，綴軸に草

洋

丈配分比（草丈利用率），梼軸に重量配分比（重量利

用率）を表したグラフを作り早見図とする。

4　早見図による利用率と刈取差法による利用率

との比較

ホルスタイン種の育成牛（15～18カ月令）24頭

を放牧し，その利用率を早見図による場合と刈取差法

による場合とを比較した。

5　試験結果と考察

1　早見図の作成まで

川　オーチヤードとクローバの重量配分比率

第1図は，1珠の重さに対する各部位の重量配分比

を表したものである。オーチヤードは基部に移動するに従

い重さを増す傾向があり，基部からの2部位で1株全

体の約60％もの重量が配分されている。これに対し．

ク　ロ　ーバでは先端に向かって重くなる傾向にある。

第1図　イネ科とマメ科の草丈に対する重量配分

（2）オーチヤードとクローバの累積グラフ

各部位の比率を，先端から順に累横したグラフが第

2回である。オーチヤードグラスの曲線は双曲線的傾
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向を示し，ラジノクローバのそれは，オーチヤードよ

りいく分ゆるいカープを措く。また，第5回に示した

ように両種を混播すると，オーチヤードに対するタロ
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－′ての混播割合が高くなるにつれて，クローバの曲線

に近づいて行った。
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第2図　草丈配分と重量配分比

1（旧（％）恥齢07的駅側部材00

第5図　混播割合別の草丈配分比と重量配分比

算　式

（b－a）n2

A　　－　　C

A　　－　　5

十bi A

放牧中に伸びた草丈

×100　三　草丈利用率

（3）早見図

作成した早見図は累積グラフを用い，混播比率を同

一図にまとめ，それにオーチヤードの草丈をベースに

タロ－バの各々の草丈を組み合わせた。その早見園の

うち，一般的草種割合のイネ科8：マメ科2のものは

第4回のとおりである。

（4）早見図の取扱い方

早見図を利用するときのH′Wによる利用率の推定

は，次のような手順による。

1）入牧，退牧の目付けとその時の草丈の平均を算出

して記録しておく。

2）次に1）で記録した数値を次の算式に代入して草

丈利用率を算出する。

前回退牧時草丈

入牧時草丈

退牧時草丈

休牧日数

放牧日数

＊刈取差法の公式を応用
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オーチャード：クローバ
高　8　　　　　　2
さ

％
タローバ　草丈血

％0

50

利用率％
オーチャード草丈憫

1000％ 50

5α濃のとき

1（泊％

第4図l　オーチヤードグラス：ラジノクローバ零8：2の早見囲

5）さきの2）で算出された草丈利用率を早見図の縦　　したところから垂線を引いて横軸との接点が利用率と

軸にとり，そこから横軸に平行に線を伸ばし曲線と接　　なる0

（例）

5日・・一・一「

1　　　　　　　1　　■【1

9／5（退）　　　　10／5（入）　10／10（退）

オーチヤード　　　　　50m
9（Ⅶ

タロ－バ

（∋　早見図より

オ：ク

8：2

20（7万

10′5～10／10間の利用率

（オーチャーにタロ一バの混播比は8：2とする）

9∽　　　①　算式より
（50－9）

利用率

50

55．5　－　9

55．5　－　5

X5十50三55．5

×100＝86幸草丈利用率
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2　早見図による利用率と刈取差法による利用率　　（1）草地条件

との比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーチヤードグラスの優占草地で，他にケンクツキ

45年5月17日から10月7日まで乳用牛24頭を　　－51フェスタ，べレニアルライグラス，ランノタロー

放牧し，輪換回次別に刈取差法による利用率とH′W　　－′くが少量混播になっている（第1表）。

法との利用率を比較検討した。

第1表　供試　草地の　条件

供　　 試　　 面　　 積 8　　 h a

1　 区　 画　 面　 碩 1　 h a

革　 種　 割　 合

革　　　　　 種
オ ーチヤード ケンタ　ッキー べ　レニアル ラ　　 ジ　 ノ

雑　　　　 草
グ　　 ラ　　 ス 51 フ　ェ　ス　タ ライ　グラス ク　ロ　 ーバ

割　　　 合 （感） 9 1．0 0．6 0．8 2．1 5．5

（2）　H／W法による利用率と刈取差法による利用率

との相関

第5図は相関々係を表したものであるが，相関係数

r＝＝α7127（Pく0．Dl）となり非常に高い相関が認

められた。

刷　放牧時期による比較

各期別の利用率の差をみると，最大値でス2多，平

均では1．5多となり，両法の間には差はなかった（第2

表）。

（4）各牧区間による比較

1枚区の平均輸換回数は4．8回となり，現存量は

＆350～11，210昭′haで牧区間のバラツキがみられ

た○また，各牧区間の利用率の差は最大値Z摘，平均

では12多となり両法の区間に差はなかった（第5表）。

（5）45年度の成績

平均体重612時の搾乳牛12頭を用い朝夕2時間の

時間放牧を行い，その採食量を調査した結果，平均で

体重差法46．2晦′日，乳　H′W法44．9時′日，頭とな．

り非常に近い数値が得られた（第4表）。

第2表　H／W法と刈取差法との季節別利用率の比較

H
／
W
法
に
よ
る
利
用
率

80　90（％）罰）　40　　50　69　70
刈嶋法による利用率

第5図　H′Wによる利用率と刈取差法による

利用率の相関

期　　 間 輪 換 回 数
H ／ W 法 に よ

る 平 均 利 用 率

刈 取 差 法 に よ

る 平 均 利 用 率
現　 存　 量

現 讐 膏 完
平 均 放 牧 草 丈 平 均 残 草 丈

シ 17へ■ ／17
回 痴 肇 吟 極 m （7乃

d 8 6．2 5 貸0 4 号5 5 0 8 2 6 5 6．8 9 6

‘ハ トイ ′1 5 5 5 鼠7 8 2，5 5 8．4 5 0 1．1 2 9 8 0 ．5 1 鼠1

7／1抽 1 2
1 1 5 4 ．5 5 ス9 8 8，5 5 9 8 0 5 4 1．5 1 0．‘

8／1 2、〝 1 0
7 5 5 ．2 5 5．9 8 号 9 8 0 1，2 5 7 5 0 ．9 1 1．1

〝 10へ1 0′7 9 5 8 ．0 占 1．4 d 2，5 5 0 占 9 5 5 6．4 8，7

平　　 均 7 8 5 7 5 5 8 ．8 d R 5 9 0 8 4 5 ．8 1 1．2
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第5表　K′W法と刈取差法との牧区別利用率の比較

牧　　　 区 輪 換 回 数

芸 名 芸 荒 詣 刈 取 差 法 に よ

る 平 均 利 用 率
現　 存　 量

現 ヲ蒐 1 。a
平 均 放 牧 草丈 平 均残 草 丈

1　 地　 区

回 悌 酵 昭 晦 cm くわ

4 5 5．7 5 5．8 4 2．1 5 0 1，0 5 4 4 5．0 1 2．9

2　　 ク 4 8 1．8 5 4．2 5 5，7 0 0 8 4 5 4 1．5 R d

5　　 ク 4 7 2．2 7 5．2 4 4，8 5 0 1．1 2 1 4 6．7 8．5

4　　 ク 5 8 2．5 5 R O 5 2，4 1 0 1，0 4 8 4 6．2 9 9

5　　 ′ 5 5 8．8 8 1．7 5 ス0 5 0 7 4 1 5 エ8 R 7

d　　 ク 5 4 Z 2 4 5．8 5 5，8 5 0 1，0 7 5 5 5．5 1 8．4

7　　 ′ る 5 5．5 5 4．0 4 R 5 1 D 8 2 5 4 5．1 1 4．5

8　　 ク 5 ‘5．5 6 0．9 5 1．7 2 9 8 5 5 5 4．1 7 2

平　　　 均 4．8 5 8．7 5 エ5 4 5．1 9 0 8 4 5．7 1 1．2

第4表　ヨ′W法と体重差法との比較

供　 試　 牛

平 均 体重

体 重 基 法

．採　 食　 量
l

1 頭 当 た り 採　 食　 量 1 頭 当 た　り

／ゆ 吻 晦 吻 晦

d l R 7 2 7 1．1 4 4．6 2 4 2．5 4 0．4

d O R 4 2 9 5．8 4 9 5 2 8 8．7 4 8．4

d l O．d 2 （～2．1 4 5．7 2 5 9 0 4 5．2

6 1 2．2 2 7 ス9 4 8．2 2 8 ス 7 4 4．9

4　要　　　　　約

84組の早見図を作成し，オーチヤード優占草地を

用い，刈取差法とH′W早見図で求めた利用率を比較

すると，その間に有意の相関が認められ．かつ，季節的

変化ともその両法間に差はなかったので，放牧地での

利用率推定法として用いて良い。

肉牛の放牧期間延長のためのSaved pasture（待期牧紛利用

蛇沼　恒夫・平野　　保・山口与祖次郎・久根崎久二・淵向正四郎
（岩手県畜試外山分場）

1　ま　え　が　き

家畜の越冬に必要な貯蔵粗飼料の確保は，肉牛の立

地配置が，耕塵外へと向かいつつある現在，採草のため

の平担な地場はいよいよ極限され容易なことでない。

その上，気象条件も変化の激しい山地気象となり，ま

すますその困難性が増してきつつあるのが現状である。

外山分場では，繁殖肉牛の周年飼養の一環として，

人工草地のSaved・pa8turO（待期牧区，以下S王）

とする）利用を中心に，放牧期間の延長一冬型飼料期

の短縮－を計る実証試験を実施したので，その5カ年

の結果の概要を報告する。

2　試．験　方　法

1試験場所　岩手県岩手郡玉山村大字隠川字大

の平　岩手畜試外山分場

2　試験年次　昭和44年～47年

5　供試草地および家畜

試験に供用した放牧草地の種類と面槙を第1表に．

また，家畜の占．1垂および頭数は第2表に示した。


